
ASEAN+3 マクロ経済リサーチオフィス

 （AMRO：ASEAN+3 Macroeconomic Research Office）

・経緯：2009年2月 ・ASEAN+3財務大臣会議（プーケット）において、独立したサーベイ

ランス組織の設立に合意。

 2010年5月 ・第13回ASEAN+3財務大臣会議（タシケント）において、AMROに関

する全ての主要項目について合意。
2011年4月 ・シンガポールに設立。

・メンバ－：ASEAN+3（日中韓）13ヶ国の財務省及び中央銀行並びに香港金融管理局

・機能：ASEAN+3のサーベイランスユニットとして、地域経済の監視・分析を行い、①リスク
を早期に発見し、②改善措置の実施を速やかにし、③CMIMの意志決定を効果的に
することに貢献。

・事務局長：ウェイ・ベンフア氏（中国）が事務局長ポストに最初に就任（同氏は1年後に退任
予定）

 
。第一期の任期の残りの2年は、根本洋一氏（日本）が事務局長ポストを

引き継ぐ。
※2011年4月6日付

 

プレスリリース「AMRO事務局長の任命」

＜参考＞AMROウェブサイト

 

http://www.amro-asia.org/

http://www.mof.go.jp/international_policy/financial_cooperation_in_asia/cmi/amro110406.pdf
http://www.amro-asia.org/
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